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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 25日 (2007.5.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 一 方 側 の 胴 の 両 端 部 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 一 対 の 第 １ の 偏 心 軸 受 と 、
こ れ ら 一 対 の 第 １ の 偏 心 軸 受 の う ち の 一 方 の 偏 心 軸 受 を 軸 支 す る 第 ２ の 偏 心 軸 受 と 、 こ の
第 ２ の 偏 心 軸 受 と 前 記 第 １ の 偏 心 軸 受 の う ち の 他 方 の 偏 心 軸 受 を そ れ ぞ れ 軸 支 す る 一 対 の
支 持 部 材 と 、 前 記 第 １ の 偏 心 軸 受 を 回 動 さ せ る 第 １ の 駆 動 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 偏 心 軸 受 を
回 動 さ せ る 第 ２ の 駆 動 手 段 と 、 前 記 支 持 部 材 側 に 設 け ら れ 前 記 第 １ の 駆 動 手 段 の 駆 動 に よ
り 前 記 一 方 側 の 胴 が 他 方 側 の 胴 に 対 接 す る と き に 前 記 第 １ の 偏 心 軸 受 に 設 け ら れ た 当 接 部
が 当 接 す る 当 接 部 材 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 輪 転 印 刷 機 の 胴 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 輪 転 印 刷 機 の 胴 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 偏 心 軸 受 に
設 け ら れ た 前 記 当 接 設 け ら れ 、 前 記 当 接 部 材 が 当 接 す る 当 接 面 ま た は 前 記 支 持 部 材 側
に 設 け ら れ た 前 記 当 接 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 当 接 部 が 当 接 す る 当 接 面 を 前 記 一 方 側 の 胴 の
ひ ね り 方 向 と 略 同 じ 方 向 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 輪 転 印 刷 機 の 胴 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 輪 転 印 刷 機 の 胴 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 偏 心 軸 受 と
前 記 第 ２ の 偏 心 軸 受 と の 押 圧 部 と 、 前 記 第 ２ の 偏 心 軸 受 と 前 記 支 持 部 材 と の 押 圧 部 と が 、
前 記 一 方 側 の 胴 と 他 方 側 の 胴 と の 互 い の 軸 心 間 を 結 ん だ 結 線 上 に 略 位 置 付 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 輪 転 印 刷 機 の 胴 装 置 。
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【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 輪 転 印 刷 機 の 胴 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 駆 動 手 段 の
駆 動 に よ っ て 前 記 第 １ の 偏 心 軸 受 の 当 接 部 が 前 記 当 接 部 材 に 当 接 す る こ と に よ り 、 前 記 第
１ の 偏 心 軸 受 の う ち の 他 方 の 偏 心 軸 受 が 前 記 支 持 部 材 を 押 圧 す る 押 圧 部 お よ び 前 記 第 １ の
偏 心 軸 受 の う ち の 一 方 の 偏 心 軸 受 が 前 記 第 ２ の 偏 心 軸 受 を 押 圧 す る 押 圧 部 な ら び に 前 記 第
２ の 偏 心 軸 受 が 前 記 支 持 部 材 を 押 圧 す る 押 圧 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 輪 転 印 刷 機
の 胴 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 輪 転 印 刷 機 の 胴 装 置 に お い て 、 一 対 の 前 記 第 １ の 偏 心
軸 受 を 回 動 さ せ る こ と に よ り 前 記 一 方 側 の 胴 を 他 方 側 の 胴 に 対 し て 着 脱 さ せ 、 前 記 第 ２ の
偏 心 軸 受 を 回 動 さ せ る こ と に よ り 前 記 一 方 側 の 胴 の ひ ね り を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 輪
転 印 刷 機 の 胴 装 置 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ の 偏 心 軸 受 に 設
け ら れ た 前 記 当 接 設 け ら れ 、 前 記 当 接 部 材 が 当 接 す る 当 接 面 ま た は 前 記 支 持 部 材 側 に
設 け ら れ た 前 記 当 接 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 当 接 部 が 当 接 す る 当 接 面 を 前 記 一 方 側 の 胴 の ひ
ね り 方 向 と 略 同 じ 方 向 に 形 成 し た も の で あ る 。
　 し た が っ て 、 胴 の ひ ね り 調 整 の た め に 一 方 側 の 胴 を 移 動 さ せ て も 、 他 方 側 の 胴 に 対 す る
一 方 側 の 胴 の ニ ッ プ 圧 は ほ ぼ 一 定 に 保 た れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 右 側 の フ レ ー ム １ Ｂ に は 軸 受 孔 ２ Ｂ が 設 け ら れ 、 こ の 軸 受 孔 ２ Ｂ に は 第 １ の 偏 心 軸 受 と
し て の 内 メ タ ル ６ が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 こ の 内 メ タ ル ６ の 外 周 と 軸 受 孔 ２ Ｂ と の 間 に も
隙 間 ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 内 メ タ ル ６ の フ レ ー ム １ Ｂ の 内 側 面 に 対 接 す る フ ラ ン ジ
部 に は 、 当 接 部 ３ ０ ａ に 当 接 す る 直 線 状 に 形 成 さ れ た 係 合 面 ６ ｃ を 有 す る 係 合 突 起 ６ ｂ が
突 設 さ れ て い る 。 ７ は ゴ ム 胴 ８ に 対 接 す る 版 胴 で あ っ て 、 左 右 の 端 軸 ７ Ａ ， ７ Ｂ が 内 メ タ
ル ４ ， ６ に ベ ア リ ン グ ９ ， ９ を 介 し て 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 左 右 の 内 メ タ ル ， ６
の 軸 心 Ｃ １ は 、 版 胴 ７ の 軸 心 Ｃ に 対 し て ｔ １ だ け 偏 心 し 、 外 メ タ ル の 軸 心 Ｃ ２ は 内 メ タ
ル の 軸 心 Ｃ １ に 対 し て ｔ ２ だ け 偏 心 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 シ リ ン ダ １ １ Ａ ， １ １ Ｂ の ロ ッ ド １ ２ Ａ
， １ ２ Ｂ を 前 進 さ せ る と 、 左 右 の 内 メ タ ル ４ ， ６ が 版 胴 ７ の 端 軸 ７ Ａ ， ７ Ｂ の 周 り を 回 動
す る の で 、 版 胴 ７ は 内 メ タ ル ４ ， ６ の 軸 心 Ｃ １ を 回 動 中 心 と し て 回 動 す る 。 係 合 突 起 ４ ｂ
， ６ ｂ 後 述 す る カ ム 軸 ３ ０ ， ３ ０ の 当 接 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ａ に 当 接 す る と 、 同 図 （ ａ ） に
お い て 、 内 メ タ ル ６ は 当 接 部 ３ ０ ａ を 回 動 中 心 と し て 図 中 時 計 方 向 に わ ず か に 回 動 す る 。
し た が っ て 、 図 中 ４ １ で 示 す 部 位 に お い て 、 内 メ タ ル ６ の 外 周 の 一 部 が フ レ ー ム １ Ａ の 軸
受 孔 ２ Ａ の 内 周 の 一 部 を 押 圧 す る 押 圧 部 が 形 成 さ れ る 。 こ の 押 圧 部 ４ １ は 、 ゴ ム 胴 ８ の 軸
心 Ｃ ３ と 版 胴 ７ の 軸 心 Ｃ と を 結 ん だ 線 Ｂ の 延 長 線 上 に 位 置 す る よ う に 位 置 付 け ら れ て い る
。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 伝 達 軸 ２ ４ の 大 径 部 ２ ４ は 第 ２ の レ バ ー ２ ６ の 一 端 部 に 設 け ら れ た 孔 内 に 嵌 合 固 定 さ
れ 、 こ の 第 ２ の レ バ ー ２ ６ の 他 端 部 は 前 記 外 メ タ ル ３ の フ ラ ン ジ 部 に 枢 着 さ れ て い る 。 し
た が っ て 、 モ ー タ １ ５ が 駆 動 さ れ 、 モ ー タ 軸 １ ６ の 回 転 が ギ ア １ ８ ， ２ １ を 介 し て 軸 ２ ０
に 伝 達 さ れ る と 、 こ ま ２ ２ を 介 し て 第 １ の レ バ ー ２ ３ が 伝 達 軸 ２ ４ を 回 動 中 心 と し て 回 動
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す る の で 、 伝 達 軸 ２ ４ も 一 体 的 に 回 動 す る 。 伝 達 軸 ２ ４ の 回 動 は 大 径 部 ２ ４ ｂ を 介 し て 第
２ の レ バ ー ２ ６ に 伝 達 さ れ 、 第 ２ の レ バ ー ２ ６ が 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 図 中 矢 印 方 向 に
移 動 す る の で 、 外 メ タ ル ３ が 図 中 時 計 ま た は 反 時 計 方 向 に 回 動 す る 。 こ の よ う に 、 外 メ タ
ル ３ が 回 動 す る こ と に よ り 、 外 メ タ ル ３ の 軸 心 Ｃ ２ が 内 メ タ ル ４ の 軸 心 Ｃ １ に 対 し て 偏 心
し て い る こ と に よ り 、 版 胴 ７ は 図 中 矢 印 ４ ０ で 示 す ひ ね り 方 向 に 移 動 す る 。
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